
【ステップ3】Ｂ区の検討（ステップ2で選定した案、応募件数順位順）

No 名称 ふりがな 区名の理由（抜粋）
ＡＢ
重複

応募件数
順位

1 緑区 みどりく

・風光明媚で農産物資源にも恵まれていることを表せる。
・緑豊かな地区であることが共通の、かつ、最大の特徴である。
・緑は新緑、青葉、若葉など、新しい地区がこれからを踏み出すのに相応しいと感じられるから。
・緑がもつイメージとして、安心、安全、調和が挙げられる。特に、「調和」については、北区、浜北区
　のそれぞれのよさを生かしつつ仲良くしていきたいと思うから、ふさわしい。
・緑という言葉の持つ、柔らかい雰囲気、馴染みやすい雰囲気は、住む方にとっても、訪れる方にとって
　もポジティブな印象を与えられるのではないか。
・緑豊かで沢山の木々があり、植物も豊富である。自然の中で区民が緑のパワーを受けて元気に過ごせる
　ためにも、又この自然の豊かさが、いつまでも続きますようにとの思いを込めて。
・北区・浜北区の区政運営方針や旧市町の市・町民憲章、歌に「緑（みどり）」のワードが入っており、
　広範囲の地域を繋ぐ新区名としてふさわしい。
・自然豊かな地域であり、区名から地域の特性がイメージし易く、子育て等を考えている若い世代の方に
　移住しやすい印象を持ってもらえる。
・近年開発も進んできているエリアであるが、その土地が持つ緑豊かな魅力を活かしたまちづくりが行わ
　れていて、緑と共生してこの先も発展してほしいという想いを込めて。

● 2

2 みどり区※ みどりく

・浜北区、北区は自然(みどり)豊かな土地柄であり、旧区特有の思いにとらわれず共通点を認識して一体
　感を醸成し、今後を担う子供たちにも親しみやすい名称とすることが望ましい。
・果樹や花木の栽培が現在でも盛んであり、自然の緑もたいへん美しい地域である。今後も、地域の発展
　は、緑の産業や自然と共にある、という意味。
・浜北区の植木や森林公園、三ヶ日町のみかんや都田地区のピオーネなど、果樹や花卉、野菜等の農産物
　が豊富で自然豊かな地域であり、イメージとしてふさわしい。
・浜北区の植木・緑花木、北区の蜜柑山・茶畑・里山と共に関連し、草木の新芽、初夏の若葉と、成長
　発展が望まれ期待されるものと連想される。
・中山間地域と都市部をつなぐこの地域は、産業面でも、文化や観光の面でも、豊かな自然の恵みと街の
　営みがバランスよく調和した地域である。みかんや植木をはじめ農業生産高も高いため、植物や森林を
　想起させる「みどり」を提案する。
・北区､浜北区は自然が豊かで､たくさんの緑に溢れているところが共通点である。

5

資料3 別紙(Ｂ区)
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No 名称 ふりがな 区名の理由（抜粋）
ＡＢ
重複

応募件数
順位

3 万葉区 まんようく

・園芸、果樹栽培が盛んで、文字通り森林豊かな地。万葉集にゆかりがあり、自然との共存モデルになる
　ことを願って。
・三ヶ日の乎那の峯(おなのみね)から浜北万葉の森公園に続く万葉の薫り。それは歴史と、永く生き抜い
　てきた力強さ、柔軟な嫋やかさを感じさせてくれる。
・浜北には万葉集にちなんだ植物や習わしを再現したり、食事をいただける万葉の森公園が市民に親しま
　れている。また西気賀小学校や三ヶ日中学校にもあるように多くの万葉歌碑がこの地域に建てられ、
　美しい風景などが詠まれている。歴史ある素晴らしい場所を未来にも新しい形で伝えていきたい。
・万葉集とゆかりのある地域が多く該当しているだけでなく、自然豊かでもあり歴史もある地域を後世に
　も分かる形(名称)で残してほしいから。
・緑の多い自然豊かな場所であり、日々、自然を通して季節の移ろいを感じながら暮らしている住民が
　多い地域である。今回似た特色を持つ地域がひとつになることで、以前より区の範囲は広がるが、
　これからも多くの住民の言の葉を集めて力をあわせることで、新たな区としてスタートを切ることを
　期待して。

14

4 橘区 たちばなく

・橘は、ミカン科の常緑樹である。これは三ヶ日、細江、都田の名産品につながるものである。また橘
　は、万葉集でも多く詠まれており、浜北万葉の森公園には橘を題材とした歌碑がある。さらに橘は、
　古来から不老不死の木とされている。これらのことから、北区、浜北区を象徴するものとして、また
　B区が未来に向かって発展していくイメージにも繋がる。
・栽培が盛んな柑橘、万葉集で多く詠まれることから共通項として。常緑は緑豊なこの地域にぴったり。
・浜北区で植木産業が盛んな事から緑のイメージ、北区で盛んなみかん栽培から同じ柑橘類であること。
・様々な植生が見られる地域であり、みかんやピオーネ、柿などの特産物をもっともっと広めていきた
　いという願い。
・井伊家の家紋、丸に橘から選んだ。橘は柑橘類なので、みかんが特産また、農業が盛んなB区には
　とても良いと思った。常緑なので、永遠という意味もあるようである。いつまでも自然豊かな地域
　であってほしいと思う。

18

5 青葉区 あおばく

・溢れるばかりの木々の緑に囲まれた美しい地域だから。
・三ヶ日から浜北にかけてみどり豊かな地域が多くあり自然が溢れており、中心を流れる都田川に行く
　と青々と広がる草花が春から夏にかけて一面に生い茂りとても美しい風景なので。
・住みやすい、環境豊かな地域、更に空気のよい自然豊かな環境で青葉が沢山なので。
・公園が多く、緑あふれる地域であるから。青葉のように、これからさらに成長していく、伸びやかな
　イメージを込めた。

● 20
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No 名称 ふりがな 区名の理由（抜粋）
ＡＢ
重複

応募件数
順位

6 未来区 みらいく

・2つの区が手を取り合って、明るい未来を目指した区になればいいと思う。お年寄にも子供にも住み
　やすい街づくり、子育てがしやすい街づくり、人が集まる街づくり、未来に向けた街づくりをして
　ほしいと願っている。
・多くの可能性と素晴らしい立地に明るい未来と可能性が見えるから。
・浜松の発展を支える工業、農業、林業の盛んな地域としてこれからの浜松の未来を託す。
・過去の地名に固守するのでなく、未来都市を実現する気持ちで。

● 38

7 緑山区 みどりやまく
・山を身近に感じ、季節折々の緑が豊かな地域のため。
・自然豊かな風光明媚な土地柄である。その情景そのものを名前に。
・フルーツパークや都田川、万葉の森や森林公園、果物や自然、緑溢れる素敵な町。

41

7 若葉区 わかばく

・今後益々の発展の可能性を持っている若々しいポテンシャルの高いエリアである。新芽同様、
　芽吹き、やがて輝きと眩しさを放つ若葉となり、将来への成長を感じていけたら。
・各地区の共通点は樹木で、これからますます発展するように若い葉っぱとした。
・緑多くの地域の若さ・新しさ・成長の象徴として。

41

9 翠区※ みどりく
・美しい自然のイメージとともに、清々しさを感じることができる名前がふさわしい。
・森や林の綺麗な色、多くの水辺の色を表現する。
・緑が多く、翡翠のようなきれいな街であってほしい。

54

10 みのり区 みのりく

・果物の生産が盛んな地域というイメージと、都田テクノなど最先端技術を担う企業が集まり、
　農業、工業ともに「みのり」のある町であり、今後も浜松市の「みのり」を生み出し続けてほしい
　という願いを込めて。
・古くからみかん、柿、梨などの栽培が盛んで、これからも果実だけでなく区民も地域社会も各種行事等
　全てのことやものがみのり続けてほしいという願いを込めて。
・食べ物の実り、産業開発の成果としての実りがテーマ。北区・浜北区は、三ヶ日みかんなど、日本に
　誇る特産品が数多く存在する。更には、日本有数の産業開発地である浜北～都田地域もある。
　そのような浜松市として誇るべき実りを、後世につなげる。

57

11 光区 ひかりく
・光には 未来に向かって輝く発展していくイメージがある。
・光技術の研究をリードする拠点を有する浜松市。また、未来に向かって光り輝く浜松市をイメージ。
・浜松は日照時間が長く明るい。太陽の恵みを受け、農業、産業がこれからも明るく発展するように。

● 67
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No 名称 ふりがな 区名の理由（抜粋）
ＡＢ
重複

応募件数
順位

12 たちばな区※ たちばなく

・自然に恵まれ、緑とみかんのイメージ。
・昔を思い出させるものの象徴である橘の花に、かつて多彩な文化を持ち分裂していた各地区がその個性
　を失うことなくまとまっていってほしいという願いを込めた。
・橘は常緑であることから、古くから「永遠」の例えとして和歌や文学に用いられてきた。文化の永遠性
　のみならず、浜北人や三ヶ日人から現在も続くこの地域の飛躍的な発展が、今後も永遠に続いてほしい
　という意味も込めた。

72

13 みらい区※ みらいく
・みらいへ向かって互いに協力し合い、これからの社会の先駆けになってほしいから。
・自然がまだまだ溢れているし、人々が訪れ、多種多様に挑戦する区になればと思う。

● 75

13 令和区 れいわく

・人々が心を寄せ合い文化を育む。
・北区には天皇陛下が御幼少の頃にいらしたプリンス岬があり、浜北区には令和の年号の由来となった
　万葉の森があり、どちらにも縁があるため。
・万葉句にもあり、浜北区・北区にも縁がある。令和の御代、皇室にもゆかりのある北区。人々が心を
　寄せ合うなかで文化が生まれ育つとした。
・令和の時代にできた区であることから令和区とした。「美しい調和」の意味も込めた。

75

15 新緑区 しんりょくく
・これから先も、緑豊かであり続けてほしいと願い。
・緑が多くて暮らしが穏やかなイメージ。

80

15 フルーツ区 ふるーつく
・みかん、梨などのフルーツの産地。
・浜松の生産物に興味を持ってもらうきっかけになるし、市民も郷土愛が強くなれる区名。

80

17 桜区 さくらく
・桜の名所がたくさんあるから。
・住んでいる人みんながやさしく、思いやりをもって生活してほしいから。

● 86

18 青空区 あおぞらく
・希望あふれる青空のような区になるといい。
・郊外の緑あふれる丘に空が大きく広がるエリア。山も空も青青としている。
・今ある地名を引きずるよりは、同じ青空のもと1つの区として発展することを願っている。

● 89

18 森林区 しんりんく
・山の木や緑豊かな地域だから。
・木や林など自然が多いイメージだから。

89
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No 名称 ふりがな 区名の理由（抜粋）
ＡＢ
重複

応募件数
順位

20 碧区 みどりく
・この地域の木々の緑と空の青をイメージ。
・「緑に近い青緑色」の意味がある「碧」なら、浜名湖に面する北区にも、山に面する浜北区にも
　どちらにもベストマッチすると思ったから。

93

20 実区※ みのりく

・湖、山、川と自然に恵まれ、豊かな土地であること。そして、人々が、農業、モノづくり等さまざま
　な仕事し、実りを得、土地に根差した生活を享受していること。これからも享受していけますように
　という願いを込めて。
・様々な果物や野菜の実り多き浜松市北部。自然の恵み多き地域を思い描いた。

93

22 きらり区 きらりく
・いつの時代においても、きらりと輝きながら発展していく街でありたい。
・キラキラした楽しい未来がくるような期待を込めて。

97

22 さつき区 さつきく ・さつきの有名な地域。浜北区も、北区引佐町渋川も。 97

22 新浜区 しんはまく ・新しい産業、浜松らしく新しいことに挑戦する会社が多いことを表す「新」。 ● 97

22 花咲区 はなさきく
・自然豊かな地域に、市民の笑顔が花のように咲く、明るい街の発展を願う。
・色とりどりで、きれいな花がたくさん咲く地区なので。

97

22 ひかり区※ ひかりく ・世界に名だたる光産業が立地。「ひかり」には、区の未来を明るく照らすという意味もある。 ● 97

※上位に、ふりがなが同じで、漢字、または、ひらがなの別名称あり
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